
 
錦江町立神川小学校 学校だより（創立148年）

令和６年度 ９月号
令和６年９月２４日発行
児童3５名、教職員14名「あいさついっぱい、花いっぱい、やさしさいっぱい、神川小」

２学期に入り，約１か月が経とうとしています。大変遅くなりましたが，２学期も本校
教育活動への御協力と御支援を，よろしくお願いいたします。
子供たちは現在，秋季大運動会の練習に励んでいます。校長室からは，校庭で運動会へ

向けて熱心に練習に取り組む子供たちの姿が垣間見えます。また，子供たちの元気な声が
校長室まで届いてきます。子供たちは，個人の目標，学級の目標，白組，赤組それぞれの
目標の達成を目指して，懸命に頑張っています。
特に学校を牽引する５・６年生の気合の入り方には，圧倒されるものがあります。この

ような子供たちの姿は，キラキラと輝いています。子供たちの物事に真剣に取り組む姿は，
素直にカッコいいです。きっと本番では，これ以上の姿を見せてくれることでしょう。
保護者の皆様や地域の皆様には，子供たち一人一人の眩しいくらいの輝きを見に，運動

会へぜひ多くの方の御来場を賜り，子供たちの頑張りをひと際大きな声援で後押ししてい
ただきたいと思います。

さて，私は2学期の始業式の中で，子供たちに「自分でよく考えて よいと思ったこと
は すぐやる」神川の子供になってほしいとお願いしました。よいと思ったことは，失敗
してもよいからどんどんやる，そんなお友達が一人でも増えていくと嬉しいと伝えました。
近年の技術革新による加速度的な社会の変化だけではなく、新型コロナウイルス感染症

の拡大や，相次ぐ自然災害の発生など，現代はこれまでの方法論が通用しない予測困難な
時代といわれています。このような時代を象徴するキーワードが「VUCA（ブーカ）」で
す。子供たちは，「VUCA（ブーカ）」の時代に適応して生き抜く基盤となる力を身に付け
ていくことが必要だと考えます。そのためにも「よく気付き 行動する」経験を普段の生
活の中で繰り返し積んでいくことが大切だと思います。

「やってみせ 言って聞かせて させてみて 褒めてやらねば 人は動かじ」
これは，山本五十六の有名なフレーズですが，実はこの後の続きがあります。

「話し合い 耳を傾け 承認し 任せてやらねば 人は育たず
やっている姿を 感謝で見守って 信頼せねば 人は実らず」

これは，子供たちの成長に置き換えてみても当てはまるのではないでしょうか。保護者
の皆様が子供たちに「将来の夢は何だっけ？」「２学期は何を頑張るんだった？」「今の
目標は何？」などと，計画的に，意図的に声をかけて聴いてあげて，自ら「気付き 行動
する」きっかけ作りをしていくとよいのかなと思います。ぜひ家庭で取り組んでみてくだ
さい。今だったら，「運動会での目標は？その目標達成のために精一杯がんばる姿を見せ
てね。応援してるよ！」とでも声をかけて見守ることでしょうか。

運動会まで，あと１週間足らず。台風が発生しないことを願うばかりです。

＜神川小学校Facebook＞
子供たちの日々
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